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ウシの無心体2例の解剖学的観察

村上隆之*

二 :

AnatomicalObservationonTwoCasesofBovineAcardius

TakayukiMURAKAMI*

(平成7年9月12日 受理)

Two.Casesofbovineacardiuswereexaminedanatomically.Case1wasaHolstein

monsterborntoge[herwithanormalfemalecalf.Case2wasamixedbreedbetween

HolsteinandJapaneseBlack,andwasborntogetherwithtwonormalfemalecalves.

Bothmonsterswerecoveredwithskinwithhairandhadstomodealandproctodeal

depressions.Case1wasattachedtotheamnionthroughtanumbilicalcord,whilein

case2theventralsurfaceofthemらnsterhadnoskinandwasattacheddirectlyto

theamnion.Internallycase1wascomposedofconnectiveandfattissues,bloodvessels,

striatedmusclefibersandatooth,andcase2wascomposedofconnectiveandfat

tissues,bloodvessels,striatedmusclefibers,lymphoidtissueandalveolargland.Both

monsterscontainedsomesmallpiecesofbone,buthadnoskLlllorskeleton,therefore

theywerediagnosedasacardiusamorphus.

Keywords:Acardius,Cattle.

緒 言

無心体は心臓を欠損するか,または痕跡的な心臓 し

か存在 しない個体で,分離 した非対称性双子の一子で

ある卜 3) 一般的には同腹他子の発育は正常であるが,

無心体の発育は極めて不良で1･2･4',その母体内での生存

性は他子の胎盤循環に依存 しており3･5'単胎としての発

生は知られていない.ウシの無心体はすでに25例が報

告されているが5~25),その構造は症例によって多種多様

といわれている13119-.そこで著者らの経験 した2例のウ

シの無心体の解剖学的所見を追加報告する.

材料と方法

症例1は外観的に正常なメスとともに娩出された双胎

中の1胎のホルスタイン種であった.症例2は母ホルス

タイン種と父黒毛和種の雑種で,外観的に正常なメス

2頭とともに娩出された三胎中の1胎であった.これら

の無心体をホルマリンで固定の後,医用Ⅹ線管装置 (日

立メディコU-6CE-55T)でⅩ線写真撮影 (82KV,

150mA,0.02sec)を行った.続いて奇形体を肉眼的に

観察した後,パラフィン切片とし,H･E染色とアザン

染色を施 し,顕微鏡的に観察した.

結 果

症例1は長径12.2cm,短径7.7cmの楕円体で,大部

分は長い被毛を備えた皮膚で包まれていた.この楕円

体の腹面の一端には直径4cmの腰帯があり,太い3本

の血管が瞭帯から奇形体内-進入 していた.奇形体側

面のほぼ中央に浅い溝で囲まれた直径2cmの低い隆起

があり,その中心部には被毛を欠 く口唇状の構造物が
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Fig.1.SL1rfacemorphologyofcase1.
S:sto1110dealdepresslOnU:umbllicalcord

Fig.2.Internalmol~Phologyol'case 1.
B:bone P:proctodealdepress10n
S:stomodealdepression T:tooth

Flg.3.Ventl-alsLIrfaceofcase2.

存在し,隆起の腹側線には深さ6mmで盲端に終わる狭

いロ轟が存在していた.口練の反対側の側面には被毛

症例1の奇形体を被う皮膚の表皮は角化した重層扇平

上皮で,真皮には多数の毛色と少数の汗腺が存在 して

いたが,脂腺や立毛筋は認められなかった.口唇様構

造物の皮下には歯が1本存在し,それに接して,結合組

織で包まれ,内部に血液を含む直径 1.3cmの裏が1個

存在していた.歯の深層には数個の骨片が存在してい

たが,それらは頭蓋,または骨格として配列すること

はなく,また骨の種類も同定できなかった (Flg.2).

これらの構造物を除く寄形体の主要部分は血管と脂肪

組織を含む結合組織で形成され,その中に棚紋筋線椎

の小束が少数散在するのみで,心臓は顕微鏡的にも認

められなかった.

症例2は11×10×8cmのほぼ立方体で,背面と側

面は長い黒色の被毛を備えた皮膚で被われていた.腹

面の直径8cmの範囲は皮膚を欠いて羊膜に密着し,そ

の辺縁郡から2本の太い血管が奇形体内に進入していた

(Fig.3).側面には直径1.5cm,長さ2.5cmの突起が

あり,その先端は直径 1.3cmの範囲が被毛を欠いてい

た.その被毛を欠く部の中心に浅い口席があり,口轟

から舌状構造物が低く突出していた_口商のある突起

を欠く直径 1.7cmの高い隆起があり,その背側縁に深 Flg.4.InternallT10rPllOlogyofcase2.

さ4-mで盲端に終わる狭い虻門商が存在 していた 冒::pb,oglcet｡dTa:LSi:ipartecsdsi.mnuSCle
(Fig.1). S:stomodealdepression
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Flg.6.X-rayplateshowlngSmallpleCeSOf
boneofcase2.

の反対側の側面には大きさ2.5×0.6cm,深さ1.4cmの

旺門寓が存在していた.

症例2の表面を被う皮膚の表皮は角化した重層扇平

上皮で,真皮には多数のも色と脂腺および少数の汗腺

と立毛筋が認められた (Fig.4).寄形体の内部は血管

と脂肪を含む結合組織が主成分で.それらに介在 して

横紋筋線維の小束,細胞質が酸好性を示す立方状の腺

細胞で構成された胞状腺,小葉構造の明かなリンパ組

級,骨組織,などが認められた (Flg.5).骨組織は小

骨片で,骨格としての配列は示さず (Fig.6),また心

臓は認められなかった.

考 察

ウシにおける無心体の発生頻度は心大血管奇形ウシ

の51例中4例 (7.8%)=r'̀,または24例中1例 (4.2%)271

という報告があるが,今回報告した垂心体は著者らの

保存しているウシの奇形心419例中のわずか2例 (0.49

0/o)に認められたものであり,ウシでは無心体の発生

は著 しく低いものと考えられた.

ヒトの無心体はA.不完全ながら頭骨を有し,全身の

主要部分を備えた全身無心体,B.体の上半か下半が欠

損する半身無心体,C.個体としての形態が全 く認めら

れない無形無心体,に分類されている:h'.この分類にし

たがえば,今回の症例は2例とも無形無心体に分類さ

汁,過去に報告されたウシの無心体も仝例が無形無心

体である.

ウシの無心体の形態は症例によって多種多様といわ

れている】3 19-.皮膚で包まれない消化管塊から成る無心

体の発生が知られているが'2-日,報告されているr'/シの

垂心体の大多数例は長い被毛を備えた皮膚で包まれた

類球状体で,今回の観察例も同様であった,皮膚で包

まれた無心体は血管を含む紫状の腰帯で羊膜と連絡す

る場合と6 7･LO 12 E7 19 21 23 25】,皮層を欠く底面で広く羊

膜と密着する場合.い '- ご-'-が知られているが,今回観察

した症例1は前者,症例2は後者であった.ウシの撫JL､

体の外表面にはしばしば蟹毛の口寓T lH H T Jb･'ZOm･251や

旺門歯 207J さらに口商内に歯7 11 L4 22'や舌状構造

物】'L '3 25'のほか,未発達な耳介lL22)が存在することが

知られている.今回観察した2例では,ともにu席と虻

門商が認められ,さらに症例 1では歯が,症例2では舌

状構造物がそれぞれ認められた.皮膚で包まれた内部

の形態も多榎多様で,血管と脂肪組織を含む結合組織

塊である場合23)から,血管を含む脂肪組織と結合組織

が主成分で,そこに横紋筋線維や骨組織,軟骨組織,神

経組織のほか,分化中の消化管日 ∠ H Z‖ 25)や肺lL Jり 22'

肝臓zo),泌尿器系組織-'ヱ■などが含まれるものまで存在す

ることが知られている.今回観察した症例1は血管,脂

肪組織,横紋筋線維,骨を含み,症例2はそれらに加え

てリンパ組織と胞状腺を含み,いずれも結合組織が主

成分であり,ウシの無心体としては比較的未分化なも
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のと考えられた.

無心体は発生初期の双子の一子に心臓が形成されず,

二個体間に胎盤を介する血管吻合が形成されるか,心

臓が発生 した二個体間に胎盤を介する血管吻合が形成

され,弱い方の心臓が退化 したか,または他子の血管

と吻合のある腰帯内血管の異常のため,胎盤からの血

液帰流が妨害された結果,などによって生 じると考え

られている29ノ. したがって,無心体は一般的に一卵性双

胎の場合に生じると考えられているが =',同腹正常子

と無心体の性染色体が異なっていたことから,二卵性

双胎 の場合 に も無心体が生 じることが知 られてい

る5 10'.また,まれに三胎のうちの-胎14.,または二胎15′

としての無心体の発生 も知られている.今回観察 した

症例1は双胎のうちの-胎であったが,症例2は三胎の

うちの-胎であった.

要 約

ウシの無心体2例を解剖学的に検索 した.症例1は正

常メスとともに娩出されたホルスタイン種の奇形体で

あった.症例2はホルスタイン種と黒毛和種の雑種で,

2頭の正常メスとともに娩出されたものであった.2例

とも被毛を備えた皮膚で包まれ,口寓と肛門寓が認め

られた.症例 1は腰帯で羊膜に連なり,症例2は寄形体

の皮膚を欠く腹面が直接羊膜に付着していた.症例1の

内部は結合組織,脂肪組織,血管,横紋筋線維および

歯で構成され,症例2は結合組織,脂肪組織,血管,横

紋筋線維,リンパ組織および胞状腺で構成されていた.

2例 とも小骨片が存在 していたが,頭骨や骨格は無 く,

無形無心体 と診断された.

キーワード:無心体,ウシ

最後に材料を提供 して頂いた宮崎県西諸県農業共済

組合の遠目塩安広獣医師と,Ⅹ線写真を撮影 して頂いた

本学家畜病院の長谷川貴史助教授に深謝する.
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